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権限の『専門的知識』によって高まること(瀬戸・石隈,
2003)が示されている。これらのことを総合的に考える
と,本研究における結果は,一時的に編成され,問題
状況が収まれば解散する個別の援助チームのコーディ
ネーション行動よりも,恒常的で継続的なチーム援助
におけるコーディネーション活動に関与すること,ま
たそのような活動の基盤となる能力・権限を有するこ
とによって,養護教諭の職務満足感全般が高まる可能
性が示唆されたと言えよう。
総合考察
研究1では養護教諭の職務満足感を包括的に測定す
るような,7つの下位次元から構成される尺度が作成
された。尺度全体の妥当性と信頼性については概ね満
足できるものとなったが,下位次元ごとでは再検討す
る必要も認められた。既に述べたように,この結果に
は調査の回答者数や勤務校規模,実施時期が強く影響
していると考えられる。例えば,養護教諭の職務満足
感を直接尋ねた3項目との相関が特に低かったのは
『保健の授業・指導の実践』であるが,本尺度は"(各
項目の内容を)日頃どの程度体験しているか"について回
答を求めたため,本調査を実施した7月から9月はま
だ年間を通して計画された実践の途上であり,それに
対する評価も定まっていないというようなことが結果
に影響を与えた可能性が大きい。実施時期の影響を低
減するためには,各項目に対して体験頻度以外の回答
形式にすることが必要かもしれない。また予備調査の
結果から5因子構造を想定して本調査用の尺度項目を
構成していたため,本調査の因子分析では各因子の項
目数に偏りが生じ,このことがいくつかの下位尺度で
α係数を低下させた可能性が考えられる。学校現場に
おいて養護教諭に重要な役割が期待される中で,その
職務満足感を包括的に測定することには大きな意味が
あり,本研究における尺度作成の試みはその先鞭とな
るであろう。今後さらに下位尺度項目や回答形式の改
善を行い,より大きな標本を対象として検討を重ね,
さらに洗練された尺度とすることが望まれる。
研究2では,チーム援助における養護教諭のコー
ディネーション行動およびその能力・権限の特徴と,
職務満足感への影響を明らかにした。その結果,養護
教諭は小学校でも中学校でも,システムに関するコー
ディネーション行動の『子どもの心身の状態把握』で
援助チームの中で中心的な役割を担っていることと,
それ以外のコーディネーション行動や能力・権限にお
いては,生徒指導を除く他の分掌担当者の自己評価と
同程度であることが示された。但し,本研究の回答者
では養護教諭と他の分掌担当者の間で勤務経験年数に
大きな相違があったため,ここでは経験年数が11年以
上の者のみを分析対象者とした。がって本研究に
おける結果は,比較的経験の長い養護教諭に関するも
のである0-方,先行研究(石隈,2000;瀬戸・石隈,2002,
2003)では,養護教諭のコーディネーション行動やその
基盤となる能力・権限に対する自己評価は他の分掌担
当者よりも低いことが示されており,このような結果
の差異が経験年数によるものかどうか,今後さらに検
討する必要がある。しかしながら問題において述べた
ように,養護教諭としての職務そのものに経験年数に
よる違いがあるわけではない。したがって,特に経験
年数の短い養護教諭において,コーディネーション行
動の実践力の向上と,権限の委譲のための具体的な方
策を検討することが必要かもしれない。また現状では
小学校,中学校ともにコーディネートの中心的役割は
生徒指導担当者が担っていることが示されたが,学校
内外の連携が必要な事例には様々なタイプがある。例
えば反社会的な問題行動を示す児童生徒の場合と,体
調不良等を訴えて頻回に保健室を利用している児童生
徒の場合とでは,援助開始のきっかけや窓口が異なっ
て当然であろう。保健室登校や養護教諭による「心の
問題」への継続的な支援が増加しつつある(保健室経営
検討委員会,2002)中で,養護教諭がその専門性を発揮し
なければならない事例は少なくないはずである。本研
究において,養護教論は『子どもの心身の状態把握』
というシステムに関するコーディネーション行動を他
の分掌担当者よりも行っていることが示されたが,こ
のような専門性を活かしながら,また,学年等の枠組
みにとらわれない柔軟性を利用して,養護教諭がより
積極的にチーム援助に関与していくことによって,さ
らに多くの問題に対する早期対応が可能となるであろ
う。このような点から,養護教諭によるコーディネー
ション行動は今後いっそう期待されるものである。
そのようにして養護教諭がコーディネーターとして
の活動を活発化することは,養護教諭自身の職務満足
感全般に対して正の影響を及ぼすことが,本研究に
よって明らかにされた。この分析には経験年数が10年
以下の養護教諭も含んでおり,コーディネーターとし
ての活動はすべての養護教諭において職務満足感の上
昇につながることが示唆されたと言える。また個別の
援助チームよりも恒常的・継続的なコーディネーショ
ン活動の方が職務満足感への影響力が強かったことか
ら,養護教諭がコーディネーターとして学校全体に関
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与することが,養護教諭自身にとって特に重要である
ことが分かった。学校全体への関与を深めるためには,
養護教諭も学年会や教育相談委員会等の学校全体の会
議に積極的に参加することも必要であろう。 そのよう
な会議に養護教諭が参加することは,養護教諭独自の
情報提供の機会を増加させ,より包括的な援助計画の
立案にも役立つはずである。 また会議への出席と情報
提供を重ねることは,養護教諭自身の能力や権限も向
上させるものであり,これによっても職務満足感の上
昇が期待できる。
会議等への出席参加の促進には,養護教諭が教育相
談の分掌を兼ねることも一方策として考えられるo養
護教論がコーディネーターとして活動したチーム援助
の成功事例では,養護教諭は教育相談係を兼務してい
たことが報告されている(相楽・石隈,2005:山寺・高橋,
2004),本研究の回答者においては66校の中で2名の
養護教諭が教育相談の分掌を兼ねているのみであった
が,今後検討に債するであろう。 但し,他の分掌を兼
務することは養護教諭の多忙さや負担感といった悩み
をさらに増悪させる可能性があるQこれを防ぐために
は教員間の協力体制が不可欠であるが,その体制の構
築や推進を可能にするのがコーディネーション能力・
権限である。しかしコーディネーション能力・権限の
チーム援助形成・役割権限における交互作用では,小
学校でも中学校でも養護教諭のそれが低いことを示し
ていた。十分な役割権限を持たずにコーディネーショ
ン行動を行うことが,養護教諭の悩みを深めているの
ではないだろうかoコーディネーション能力・権限が
職務満足感に正の影響を及ぼしていたのも,このこと
を反映した結果と解釈できる。 養護教諭に限ることで
はないが,コーディネーション行動が発揮されるため
には,瀬戸・石隈(2002)が指摘するようにその基盤と
なる権限が委譲されていることが必要であろう。
ところで,このような学校内での継続的な活動を通
した実践力の向上に加えて,研修の機会をもつことも
重要であろう。養護教諭の養成課程において健康相談
活動に関する授業が必修科目になったのは1998年で
あり,それ以前の免許取得者は体系的な専門知識を得
る機会がなかった。したがって,多くの養護教論が個
人的な経験や力量に頼ってコーディネーション行動を
行っていることも推測できる。 研修を通して専門的知
識が深まることによって,より積極的な活動が可能に
なると同時に,職務満足感の上昇も期待できる。
養護教諭は他の教員とは違った特異な役割を持ち,
心理教育的援助サービスにおける重要な存在である。
その養護教諭が,チーム援助におけるコーディネー
ターとして今以上に専門性を発揮することは,チーム
援助をいっそう活性化させると同時に,養護教諭自身
の職務満足感も上昇させるものとなる。 今後,ますま
す養護教諭に対する期待やニーズは高まると予想され
る中で,そのニーズに応えるような力量形成を目指す
とともに,学校としては,養護教諭の専門性をより樟
極的に活用するような組織の改革が急務であると言え
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SchoolNurses'SupportTeamCoordinationActivities:
InfluenceofThoseActivitiesonJobSatisfaction
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Thepresentstudyinvestigatedschoolnurses'supportteamcoordinationactivitiesandhowthosecoordi
nationactivitiesinfluencedthenurses'jobsatisfaction.InStudyI,ascalewasdevelopedtomeasureschool
nursesjobsatisfaction.Thes aleconsistedof7factors:"successofemotionalsupportactivities,"
"creatingawarenessoftheexistenceofschoolnurses,""successwithhealtheducation,""creatinggood
relationshipswithstudents/'"displayingexpertiseasaschoolnurse/'"creatinggoodrelationshipswith
colleagues,'and"creatinggoodrelationshipswithparents."TheresultsofStudy2showedthatengage
mentincoordinationactivitieshadapositiveinfluenceonschoolnurses'jobsatisfaction.Otherresults
indicatedthattheschoolnursesplayedanimportantroleincoordinationactivities("informationgathering
andassessmentofstudents'health"),andthattheschoolnurses'actionsinothercoordinationactivitieswere
onthesamelevelasthoseoftheircoworkers,asidefromstudentguidance.Waystopromotesupportteam
coordinationactivitiesofschoolnurseswerediscussed.
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